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絶滅危惧植物ナガボテンツキの種子発芽特性
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要　　旨

絶滅危惧植物ナガボテンツキの個体群再生・復元に向け，その種子発芽特性についての情報を得るために，

兵庫県立人と自然の博物館の植物栽培施設で 2002 年，2007 年，2008 年秋季に採集・保存された種子の

一部を使用して，2008 年夏期および秋季，2009 年春期に発芽試験を行った．低温湿潤処理が 0 日間およ

び 7 日間ではいずれの採集年の種子も発芽しなかった．低温湿潤処理が 141 日間ではいずれの採集年の種

子も発芽したが，温度条件間で比較するといずれも 25℃恒温下より 25/10℃変温下で発芽率が大きかった．

これらの結果から，本種の種子は休眠の解除に低温湿潤処理を必要とし，発芽においてある程度の変温要求

性をもっていることが示唆された．また，低温湿潤処理が 141 日間，25/10℃変温下では，いずれの採集

年の種子も 100% に近い発芽率を示した．この結果から，本種の種子は 6 ～ 7 年程度は発芽能力を保持す

ることが確認された．
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はじめに

ナガボテンツキFimbristylis longispica Steud. は本

州，四国，九州の海岸付近の塩湿地や河口汽水域に生

育するカヤツリグサ科の多年生草本である（佐竹ほか，

1982；杉本，1984；愛知県植物誌調査会，1996；神

奈川県植物誌調査会，2001）．本種は，その生育立地が

出水などの自然攪乱や開発などの人為的攪乱を受けやす

い沿岸部に位置しているためか，全国的に減少・消失の

傾向にあり，これまでに東北，関東，北陸，中部，近畿，

四国，九州のいくつかの県で絶滅危惧種に指定されてい

る（石川県環境安全部自然保護課，2000；宮崎県版レ

ッドデータブック作成検討委員会，2000；佐賀県希少

野生生物調査検討会，2001；徳島県レッドデータブッ

ク掲載種検討委員会，2001；宮城県環境生活部自然保

護課，2002；兵庫県県民生活部環境局自然環境保全課，

2003；鹿児島県環境生活部環境保護課，2003；財団法

人千葉県環境財団，2004；高桑ほか，2006；三重県環

境森林部自然環境室，2006；愛知県環境調査センター，

2009）．

兵庫県でナガボテンツキが発見されたのは，国土交通

省近畿地方整備局姫路河川国道事務所により 1995 年度

に実施された加古川水系における河川水辺の国勢調査時

である（河川環境データベース（河川水辺の国勢調査），

付記）．当時，本種は県内で未記録であり，絶滅危惧種

にも指定されていなかった．しかし，この発見以降，新

たな分布地は見出されず，本種は希少性の高い種である

ことが判明した．そのため，改訂版レッドデータブック
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では本種は A ランクの絶滅危惧種に指定された（兵庫

県県民生活部環境局自然環境保全課，2003）．なお，加

古川水系において 1999 年度と 2003 年度に再び河川水

辺の国勢調査が実施されたが，本種の生育は確認されて

いない（河川環境データベース（河川水辺の国勢調査），

付記）．かつて発見された個体群が絶滅した可能性もあ

り，その再生・復元が望まれている状況である．

兵庫県立人と自然の博物館では，危険回避の観点から，

加古川水系で発見されたナガボテンツキ個体群の一部を

1996 年度に同館の植物栽培施設（ジーンファーム）へ

移植し，栽培・管理すると共に，移植した個体群から採

集した種子（正確には果実であるが本報告では種子と記

述する）の保存を進めている．本研究では，ナガボテン

ツキ個体群の再生・復元に向け，その種子発芽特性につ

いて情報を得るために，保存種子の一部を使用して発芽

試験を行った．ここではその結果について報告する．

材料と方法

本研究では，2002 年 10 月 20 日，2007 年 10 月 21

日，2008 年 10 月 29 日に採集された種子の一部を発

芽試験に使用した．2002 年および 2007 年採集の種子

は，採集後，1 ヶ月から 2 ヶ月程度室内で風乾され，ア

ルミパックへ真空封入処理された後，兵庫県立人と自然

の博物館の種子保存庫に保存されたものである．2008

年採集の種子は，採集後，1 ヶ月程度室内で風乾された

ものである．なお，種子保存庫内の温度は約 4℃である．

一部の種子には発芽試験前に 7 日間または 141 日間

の低温湿潤処理を施した．低温湿潤処理は，直径 8.5 

cm のプラスチックシャーレに濾紙を 1 枚敷き，濾紙全

体を蒸留水で十分に湿らせ，湿らせた濾紙上に種子を置

床し，シャーレの周囲をビニールテープによって密閉し

た後，種子保存庫内に静置するという手順で行った．な

お，低温湿潤処理を施さなかった種子も濾紙を敷いた同

規格のプラスチックシャーレを発芽床とした．

発芽試験開始日は，2008年8月11日，同年8月18日，

同年 11 月 13 日，2009 年 4 月 3 日である．種子採集

から発芽試験開始までの日数は，低温湿潤処理の日数も

含め，2002 年採集の種子は 2122 ～ 2357 日間，2007

年採集の種子は 295 ～ 530 日間，2008 年採集の種子

は 15 ～ 156 日間である．

温度条件は 25℃恒温，25/10℃変温の 2 種類とし

た．25/10℃変温は 141 日間の低温湿潤処理を施した

ものに限って実施し，2008 年採集の種子については 7

日間の低温湿潤処理は設定しなかった．光条件は照度

約 10000 lx の明期と暗期の 12 時間交代とした．ここ

で 25/10℃変温下では 10℃の方を暗期に設定した．光

源には白色の蛍光灯を用いた．シャーレあたりの供試種

子数および反復数は，30 粒 3 反復あるいは 50 粒 2 反

復とした．インキュベーターには MTI-201B と MTI-

204B（いずれも EYELA 社製）を用いた．試験期間は

30 日間とし，ほぼ毎日発芽状況を観察した．発芽は幼

根の突出で判定し，発芽した種子はそのつど取り除いた．

また，発芽状況の観察の際，濾紙が乾燥するのを防ぐた

めに適宜蒸留水を給水した．

結果と考察

各処理における発芽率を表 1 に示す．低温湿潤処

理が 0 日間，25℃恒温下では，2002 年，2007 年，

表１　発芽試験の条件および各処理における発芽率（平均値 ± 標準偏差）．
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2008 年いずれの採集年の種子も発芽が認められなか

った．2002 年および 2007 年採集の種子については，

低温湿潤処理が 7 日間，25℃恒温下でも試験を行った

が，いずれも発芽が認められなかった．低温湿潤処理が

141 日間，25℃恒温下では 2002 年，2007 年，2008

年いずれの採集年の種子も発芽が認められ，発芽率はそ

れぞれ 43.0%，23.0%，20.0% であった．低温湿潤処理

が 141 日間，25/10℃変温下でも 2002 年，2007 年，

2008 年いずれの採集年の種子も発芽が認められ，発芽

率はそれぞれ 99.0%，97.0%，98.0% であった．

種子の発芽が認められた低温湿潤処理が 141 日間，

25℃恒温下および 25/10℃変温下での発芽率の推移を

図 1 に示す．発芽は試験開始後 5 日目から 23 日目の間

で認められ，10 日目前後で最も多く認められた．

以上のように，ナガボテンツキの種子は，低温湿潤処

理が 0 日間および 7 日間ではいずれの採集年の種子も

発芽しなかった（表 1）．また，141 日間の低温湿潤処

理を施した処理ではいずれの採集年の種子も発芽した

が，温度条件間で比較するといずれの採集年の種子も

25℃恒温下より 25/10℃変温下で発芽率が大きかった

（表 1，図 1）．これらの結果から，本種の種子は，散布

された段階では休眠状態にあり，休眠の解除に低温湿潤

処理を必要とすること，発芽においてある程度の変温要

求性をもっていることが示唆された．休眠解除に必要な

低温湿潤処理の最小日数については不明であるが，本種

の幼苗は，秋季に種子の取播きを行うか，あるいは室内

で数ヶ月低温湿潤処理を施し，春季に播種することで得

られると考えられる．また，低温湿潤処理が 141 日間，

25/10℃変温下では，いずれの採集年の種子も 100% に

近い発芽率を示した（表 1）．この結果から，本種の種

子は風乾およびアルミパックによる真空封入処理によ

り，6 ～ 7 年程度は発芽能力を保持することが確認され

た．本種の保全においては種子保存も有効といえる．

今回の発芽試験により，ナガボテンツキの種子発芽特

性をおおよそ把握することができた．今後，野外での播

種実験や移植実験を進め，本種の生育適地の特徴を明ら

かにすると共に，個体群の再生・復元を図っていきたい．
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